
藤沢市
Fujisawa City

地域共生社会の実現に向けて
～藤沢市における地域力強化と
包括的支援の取り組み～

ふじキュン♡

2019年(平成31年) 2月 2日
藤沢市福祉健康部長 片山睦彦

医療介護福祉政策研究フォーラム 第３回地方自治体特集セミナー
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藤沢市
Fujisawa City【藤沢市のあらまし】

・昭和１５年１０月１日 市制施行

・面 積： ６９．５７k㎡

・人 口： ４３２，０９５人

・世帯数： １８８，３９３世帯

・高齢化率： ２４．２７％

【鉄道交通】鉄道路線の駅数

・ＪＲ東海道本線 ２駅 ・小田急江ノ島線 ９駅

・江ノ島電鉄線 ６駅 ・相鉄いずみ野線 １駅

・横浜市営地下鉄線 １駅 ・湘南モノレール線 ２駅

【名所・旧跡・観光】

・江の島（展望灯台、サムエル・コッキング苑、岩屋、江島神社）、遊行寺、

湘南海岸、新江ノ島水族館、アートスペース、ふじさわ宿交流館、

藤沢浮世絵館

【特産・名産品】

・湘南しらす、たたみいわし、わかめ、藤稔（ぶどう）、梨、湘南野菜（キャベツ、

トマト、キュウリ等）、ふじさわ生豚、やまゆり牛、シクラメン、パンジー、貝細工

藤沢市の概要
人口と世帯数は国勢調査に基づく推計値
高齢化率は住民基本台帳に基づく数値

（2019年1月1日現在）
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藤沢市
Fujisawa City

藤沢市の人口予測
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少子超高齢社会と人口減少社会の到来
高齢化率
２５％超 最大人口

人口減少へ

65歳～
15～64歳
0～14歳

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
65歳以上 99,237 108,987 114,788 123,755 135,982 150,385 158,387
15～64歳 267015 270095 273949 271468 259683 242297 230503
0～14歳 57642 55896 52395 48845 47688 47796 47699
合計 423,894 434,978 441,132 444,068 443,353 440,478 436,589
高齢化率 23.4% 25.1% 26.0% 27.9% 30.7% 34.1% 36.3%

※２０１５年の国勢調査に基づく「藤沢市将来人口推計」より
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藤沢市
Fujisawa City

藤沢市の13地区別推計（高齢化率）

片 瀬

鵠 沼

辻 堂
村 岡

藤 沢

善 行

明 治

湘南大庭

六 会

湘 南 台遠 藤

御 所 見
長 後

順位
2015年 2025年

地 区
（65歳以上人口） 高齢化率

地 区
（65歳以上人口） 高齢化率

1 湘南大庭
（9,228人）

28.6% 湘南大庭
（12,028人）

36.7%

2 御所見
（5,160人）

28.3% 御所見
（5,538人）

30.7%

3 片 瀬
（5,594人）

27.8% 片 瀬
（6,004人）

30.3%

4 長 後
（8,588人）

25.8% 善 行
（12,197人）

29.0%

5 善 行
（10,775人）

25.5% 長 後
（9,599人）

28.3%

6 鵠 沼
（13,077人）

23.6% 遠 藤
（3,222人）

26.4%

7 藤 沢
（10,162人）

22.8% 鵠 沼
（14,777人）

25.9%

8 辻 堂
（9,010人）

21.8% 藤 沢
（11,528人）

24.6%

9 村 岡
（6,381人）

21.5% 村 岡
（7,238人）

23.1%

10 遠 藤
（2,450人）

21.3% 湘南台
（7,606人）

22.8%

11 明 治
（5,904人）

20.6% 六 会
（8,519人）

22.7%

12 六 会
（7,214人）

20.2% 明 治
（7,310人）

22.3%

13 湘南台
（5,721人）

18.4% 辻 堂
（9,222人）

21.3%

※２０１５年の国勢調査に基づく「藤沢市将来人口推計」より

地区によって
大きな差が・・
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藤沢市
Fujisawa City

全世代・全対象型地域包括ケア
子どもから高齢者、障がい者、生活困窮者等、すべての
市民が対象

1

地域の特性や課題・ニーズに応じた取組
１３地区ごとに、地域で培った文化、歴史等の特性
を活かしつつ、人口構造の変化や社会資源の状況に
応じたまちづくり

2

地域を基盤とした総合的・包括的な相談支援体制
（社会的孤立や制度の狭間の問題にも対応）
支援を必要とする人が、身近な地域で確実に支援を受
けることができる、相談支援体制の確立

3

誰もが住み慣れた地域で その人らしく
安心して暮らし続けることができるまち

めざす将来像と3つの基本
理念（平成２７年度～）

「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
す

5

藤沢市がめざす地域包括ケアシステム（共生型）



藤沢市
Fujisawa City
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藤沢型地域包括ケアシステムの
推進に向けた庁内検討委員会

（最大12部44課）

藤沢型地域包括ケアシステムの
推進に向けた庁内検討委員会

（最大12部44課）

藤沢市がめざす地域包括ケア（共生型）の重点テーマ

6

藤沢型地域包括ケア
システム推進会議
藤沢型地域包括ケア
システム推進会議 短期目標は

2020年…



藤沢市
Fujisawa City

7

藤沢型地域包括ケアと地域福祉計画の推進体制

【藤沢型地域包括ケアシステム】

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
会
議

藤沢市地域福祉計画
推進委員会

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
に
向
け
た

庁
内
検
討
委
員
会 藤沢市地域福祉計画

推進庁内連絡会議

高齢、障がい、子ども・子育てなど分野別の個別計画

藤沢市地域福祉計画２０２０

※藤沢型包括ケアと地域福祉計画の推進体制の一体化が課題



藤沢市
Fujisawa City

福祉総合相談支援センター

包括的な相談支援と地域づくり支援の一体的実施体制

（市社会福祉協議会への委託）
・「バックアップふじさわ社協」
相談支援員９名（うち１名は相談支援
包括化推進員、８名は地区担当ＣＳＷ
として配置）
・生活支援コーディネーター（第１層）
も配置、連携

地域包括ケアシステム推進室

（本庁）
・生活困窮者自立相談支援機関「バックアップふじさわ」
・基幹型地域包括支援センター
・福祉保健総合相談室・虐待相談など

（湘南台文化センター内）
・北部福祉総合相談室（バックアップふじさわ支所）
※ 湘南台地域包括支援センター、障がい者生活支
援センターと一体整備。子育て支援センター、外国
人相談室とも連携。

福祉健康部
・「藤沢型地域包括ケア」総合企画調整
・地域の縁側、地区ボランティアセンターなどの地域づくり支援
・健康づくり、生きがいづくり、新総合事業など
・地域福祉計画、高齢者保健福祉計画

協 働

平成29年4月組織改正

「藤沢型」を推進するための組織体制の強化

8



藤沢市
Fujisawa City

バックアップ
ふじさわ

（自立相談支援事業 市直営）

・相談支援員３名（福祉専門職）
・相談支援包括化推進員１名（福祉専門職）
・子ども支援員２名（生保兼任・非常勤）
・就労支援員１名（非常勤）
・住宅支援相談員１名（非常勤）

バックアップ
ふじさわ社協
（自立相談支援事業 委託）

・相談支援員９名（うち１名は相談支援
包括化推進員、８名は地区担当ＣＳＷ
として配置）
・生活支援コーディネーター（第１層）も
配置、連携。

平成26年11月～ 平成28年4月～

○ 地域包括支援センター、障がい相談支援事業所、子育て支援センター、学校教育相
談センターなどの支援関係機関をはじめ、地域の縁側、地区ボランティアセンター、子
ども食堂など、地域のインフォーマルな活動とも連携して支援のネットワークを構築。

○ 農・福連携など、民間との協働による新たな仕組みづくりも実施。

・子どもの学習支援
・就労準備支援
・家計改善支援

をNPO法人や社福法人等
に委託して連携

9

住民の身近な地域におけるソーシャルワーク機能の強化
（生活困窮者自立支援制度の最大限の活用）

伴走型
の支援
を展開



藤沢市
Fujisawa City

2013年 ４月 生保世帯の子ども・若者の支援を強化するため、生活援護課に非常勤の専門職
「子ども支援員」を１名配置するとともに、査察指導員とケースワーカーによる「子ども・
若者支援チーム」を設置

2015年 4月 生活困窮者自立支援法施行、モデル事業から本格実施へ。「子ども支援員」を２名に増
員し、生保世帯とあわせて支援体制を強化

2013年11月 市内のＮＰＯ法人が自主事業として「子どもの学習支援」と「居場所」の提供を展開。
生活援護課と連携して生保世帯の子どもの受け入れを開始

2014年11月 生活困窮者自立支援制度のモデル事業を開始。直営による自立相談支援窓口「バック
アップふじさわ」を設置（福祉保健総合相談室に位置づけ）し、任意事業は「就労準備
支援」「家計相談支援」「子どもの学習支援（２カ所）」を委託により実施

2014年12月 「バックアップふじさわ」の隣にハローワーク常設窓口「ジョブスポットふじさわ」を開設。就
労可能な生保受給者・生活困窮者の支援を強化

2016年 4月 ・「バックアップふじさわ」の相談支援員を2名から3名に増員、市内北部方面の相談支援
活動を強化。 「子どもの学習支援」事業所を３カ所に拡充
・市社会福祉協議会に「バックアップふじさわ社協」を委託により開設、地区担当コミュニ
ティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）３名をモデル配置

10

2017年 4月 ・組織改正に伴い「バックアップふじさわ」を「地域包括ケアシステム推進室」に編入
・ 「バックアップふじさわ社協」のＣＳＷを５名に増員

2018年 4月 「バックアップふじさわ社協」のＣＳＷを８名に増員

藤沢市の生活困窮者支援 一連の取組み経過
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自立相談支援事業を直営で実施することの
メリット・デメリット（私見を含みます）

◎市の裁量で支援対象者を幅広く受け止め、迅速に支援に着手できる。
◎他の公的サービス、支援機関との連携や調整がスムースにできる。
特に生活保護との相互連携、連続的な支援、一体的な支援が可能。
※対象者への情報提供のほか、家計改善、就労準備支援、子どもの学習・生活支援
などが効果的に実施できる。今回の法改正でも求めている。

◎税、保険料、住宅、教育関係など、困窮世帯と関わる部門から相談に
つなげやすい。 ※今回の法改正でも努力義務規定を新設。

◎正職員の人件費は、国庫負担3/4の財源が確保されない（1/4は
交付税措置されるが藤沢市は不交付団体）。

◎やり方を間違えると、生活保護の水際作戦と受け止められる。
◎ソーシャルワークを実践できる専門人材の確保が必須。
◎地域づくりという視点では、行政職員は苦手な面がある。

メリット

デメリット

藤沢市は直営を選択したうえで、より効果的な実施のため委託も採用
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社会福祉法人による地域における公益的な取り組みとの連携

市内の社会福祉法人に
よる福祉なんでも相談
窓口ネットワーク

障がい者施設等

高齢者施設等

保育園、児童
養護施設等

藤沢市社会福祉協議会
バックアップふじさわ社協・ふじさわあんしんセンター
在宅福祉サービスセンター・ボランティアセンターなど

事 務 局

市内の社会福祉法人２
団体が発起人となり、協議
会を発足。約４０の法人
が参加して平成３１年４
月より実施予定

藤沢市地域公益事業推進法人協議会
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A 藤沢障がい者生活支援セン
ターかわうそ（身体障がい）

B ふらっと（知的障がい）

C 藤沢市地域生活支援センター
おあしす（精神障がい）

D 地域福祉支援センターマロニエ
（重症心身障がい）

E 藤沢市発達障がい者相談支援
事業所リート（発達障がい）

F 藤沢市高次脳機能障がい者相
談支援事業所チャレンジⅡ
（高次脳機能障がい）

委託相談支援事業所

A

B

C

D

E・F・★

★ふじさわ基幹相談支援センター
えぽめいく

基幹相談支援センター

13

障がい者相談支援体制の現状

現在の状況
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ＥＥ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ
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新体制イメージ

F・G・★

障がい者相談支援体制見直しの方向性（検討中）

（仮称）障がい者地域相談支援センター
（障がい種別を問わず、障がい児者全体を対象とす
る相談支援事業所）

Ａ 北部地域
Ｂ 中部地域
Ｃ 西南部地域
Ｄ 東南部地域
→人口１０万人前後のエリアに対して、１か所の相談支
援事業所を配置するイメージ

Ｅ 重症心身障がい
Ｆ 発達障がい
Ｇ 高次脳機能障がい

→市内全域の専門的な支援ニーズに対応
（継続実施）

専門相談窓口

総合相談支援事業所

★ふじさわ基幹相談支援センター
えぽめいく

基幹相談支援センター
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地域を基盤とした相談援助と地域支援

アウトリーチを中心とした、支援ニーズの掘り起こ
しや相談援助活動を行うとともに、各市民セン
ターを拠点として相談窓口も開設。また、様々な
地域活動をサポートし、地域の人や団体等との顔
の見える関係づくりを進めています。

（湘南大庭市民センター）

15
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子どもの学習支援

16

学習サポート 学生ボランティアが企画したデイキャンプ（課外授業）

大学生のボランティアスタッフによる学習時間
（巨大シャボン玉作り～なぜ丸くなるの？
虹色に見えるのはなぜ？…物理学）
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生産者の皆さんからの温
かいご支援により・・・

子どもの学習支援（食の支援・食育）



藤沢市
Fujisawa City

たくさんの新鮮な野菜を
ご寄付いただいています。

18

子どもの学習支援（食の支援・食育）
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「なんかわからないけど、たのしいね。」
子どもたちのこんなことばに支えられて。

もしも、ひとりでごはんを食べるなら、
たまには、みんなで。

つながる「わ」を大切に。

地域の皆さん、教会関係者、市や社協のスタッフ、
ＪＡさがみ、生産者の皆さんなど、垣根を越えた人
の「つながり」による子ども食堂の取り組み。

19

垣根を越えた人の「つながり」 ～子ども食堂～
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地域の縁側 ～多世代交流・まちかど相談①～

（たきのさわパラダイス）
（ヨロシク♪まるだい）

20

現在３５箇所

↓
目標は
40箇所以上

（藤沢地区みらいサロン）（地域交流サロン「ゆい」）

誰もが気軽に立ち寄ること
ができ、地域の相談窓口と
しての機能も備えた多世代
交流の場。カフェ、ミニデイ、
講座、イベントなど、多様な
運営主体が工夫を凝らし、
地域のインフォーマルな力を
活用して運営。ボランティア
ポイント制あり。

国の「地域力強
化推進事業」
補助金を活用
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地域の縁側 ～多世代交流・まちかど相談② 「みんな・de・六会」～

21

マクドナルドと社会福祉法人のコラボに、地域の皆さんの
力が加わり、子連れのママさんたち、小学生、高齢者、中
高年の人たちが、障がいのあるなしに関係なくごちゃまぜに
なって、自然な地域交流の場を創り上げる取り組み。

（高齢者に大盛況の
スマホ教室） （ボランティアのアーティストによるバルーンアート）

（松ぼっくりでクリスマスツリー作り）

（ボランティア講師による
囲碁・将棋教室）



藤沢市
Fujisawa City

22

「地域の縁側」の基幹型としての位置
づけとなる「地域ささえあいセンター」。
地域のネットワークづくりや、ニーズと
サービスのマッチング等を担う「生活支
援コーディネーター（第２層対応）」
を配置。現在市内に４カ所。

「地域の縁側」と「地域ささえあいセンター」

（ヨロシク♪まるだい）

（かるがも）
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・わいわい市との調整
・各事業所との調整
・配送ボランティアの調整等

配送ボランティア・事業所

○食材の受け取り
〔 3月～9月〕18時30分
〔10月～2月〕17時30分
○一時収集場所に配送
または直接事業所へ

毎月2回木曜日に
売れ残りや出荷に至ら
ない規格外品を提供

生 産 者

学習支援事業所 子ども食堂子どもの生活支援事業所地域の縁側

一時収集場所
○食材の一時的な保管
金曜日の9時～10時の間に各事業所へ引渡
○配送ボランティアによる食材の配送

市社協

連携・協力

市役所 ○地域包括ケアシステム推進室
仕組みの調整支援、関係機関との調整等
○農業水産課
ＪＡさがみとの窓口・調整・周知等

わいわい市

行政とＪＡ、生産者、市社協、ボランティアとの協働（農福連携）

JA直営 農産物直売所

23
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支えあいの拠点・地区ボランティアセンター

【遠藤地区】
シェークハンズ遠藤

【湘南大庭地区】
ライフタウン・ジョワ

【明治地区】
※むすびて

【辻堂地区】
※すこやか

【湘南台地区】
※ちょこっと湘南台

【六会地区】
ボランティアセンター

むつあい

【善行地区】
※パートナーシップ善行

【藤沢西部地区】
きずな

【村岡地区】
ぬくもり

【片瀬地区】
※ひだまり片瀬

【鵠沼地区】
ささえ

【長後地区】
なごみ

※印は地域の縁側も運営

（ボランティアセンターむつあい）

生活支援等

サロン事業

（シェークハンズ遠藤「七夕交流会」）

（鵠沼地区 ささえ）

高齢者や障がい者、子育て中
の生活上の困りごとや、生きが
いづくりをサポート。

24
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在宅医療・介護連携 多職種研修会

25

〔参加者の声〕
• 顔の見える関係ができました。
• 今後も続けて欲しい。

医療・介護・福祉の専門職同士が
お互いの仕事を理解しながら顔の
見える関係づくり
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（ライフタウン・ジョワ）

学習支援地域の縁側

ＣＳＷ（ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ）

地区ボランティアセンター

子どもと地域の大人をつなぐ居場所
（たきのさわパラダイス）

（ＣＳＷがふれあいサロンに参加）

（大庭教室）

団地を活用した介護サービス

（小規模多機能“ぐるんとびー”）

（交流スペースほっと舎主催の敬老会）

連携・つながりづくり

地域活動のネットワーク（湘南大庭地区の例）

26



藤沢市
Fujisawa City

27

認知症支援の取り組み（ふじさわおれんじプラン）

認知症ご本人が集い、暮らしやすい地域の
あり方を一緒に考える「本人ミーティング」

市庁舎ラウンジや商業施設、店舗などを
利用した認知症カフェ「えのカフェ」

そのほかにも、市内では企業やＮＰＯ
法人、専門機関などと地域が一体となっ
た様々な取り組みが行われています。

厚生労働省老人保健健康増進等事業
「認知症の人の意見に基づく認知症施
策の改善に向けた方法論等に関する調
査研究事業」に本市の専門職が参画
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（仮称）ALLふじさわ合同ミーティング
・趣旨
「本人ミーティング」の声をもとに、それぞれの立場でできることについて考える。
そして、日頃の取組の紹介や交流を通し、今後に向けての新たな取組など、 広
く自由に考える機会とする。

・開催日 ２０１９年３月１６日（土）明治市民センター・ホール
・参加者 認知症当事者、家族の方々

市民、地域団体、医療・福祉関係者、民間企業、行政職員等
 内容
（１）認知症ご本人の声の紹介

「本人ミーティング」、個別インタビューの報告、ご本人の生活の紹介
（２）地域での取組の紹介

包括連携協定締結企業の取組（明治地区・見守りチャレンジ）
介護事業所の取組（あおいけあ）、地域住民の取組（鵠沼地区）

（３）意見交換

認知症支援の取り組み（本人ミーティングでの声をもとに）

28
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【地域力強化推進事業/地域の縁側】

●多様な住民が気軽に立ち寄れる居場所

●活動の主体は地域の団体

●活動のなかで発見される困りごと、相談ご

とを確実に 専門的な支援につなげる機能

縁側

縁側

縁側縁側

病院

自治会町内会

地区社協

老人クラブ

コミュニティソーシャル
ワーカー（CSW）

バッククアップ
ふじさわ 社協

自立相談支援事業所
バックアップふじさわ

ＮＰＯ・社会
福祉法人等

在宅医療
クリニック

障がい
相談支援
事業所

基幹相談支援事
業所（障がい）

保健所

在宅医療
支援センター

基幹型地域包括
支援センター

介護（予防）
サービス事業所

地域包括
支援センター

学校教育
相談センター

青少協

民生委員

学校

住民に身近な圏域での地域づくりと重層的な支援体制イメージ

地域ささえあい
センター

ファミサポ

学習支援

子育て支援
センター

子ども食堂

ユースワーク

【多機関の協働】
相談支援のネットワーク

市民センター・公民館
（地区福祉窓口）

29

地区ボランティ
アセンター

居宅介護
支援事業所
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マルチパートナーシップの推進
（民間企業等との連携による地域づくり）

◆株式会社セブン-イレブン・ジャパン、株式会社
イトーヨーカ堂、株式会社ヨークマート

・「シティプロモーション」、
「高齢者支援」、「健康寿命日
本一」を主テーマとした包括協定
（2017年8月25日協定締結）

◆メルシャン株式会社藤沢工場
・「健康」「安心」「賑わい」を
主テーマとした包括協定
（2017年3月19日協定締結）
・地域と連携した認知症支援施策
への積極的な取組

マルチパートナーシップとは…？
→みんなが支えあい、思いやる心と絆を深める共感のもと、
行政と市民、地域団体、ＮＰＯ法人、企業などをはじめ
とする多様な主体が役割を分かちあいながら多くの課題
に取り組み、郷土への愛着を深めていく協力関係です。

日本マクドナルド株式会社フランチャイジー
「株式会社グッドイーティング」との「マル
チパートナーシップ協定」の概要（2015年
10月20日協定締結）

①こども１１０番事業 ②市広報等による行政情報の提供
③災害時における食料品等の提供 ④地域の縁側事業を行
うための「場」の提供
⑤子育て広場、つどいの広場事業を行うための「場」の提供
⑥地域グループ活動等の支援を行うための「場」の提供

※①～③は市内全店舗（13店舗）で、④～⑥は店舗の実情にあわせて実施
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31
ご静聴ありがとうございました。

31

ふじキュン♡


